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〔要旨〕 世界水泳選手権 2023福岡大会（エリート大会）と世界マスターズ水泳選手権 2023九州大会（マ
スターズ大会）は当初の予定から 2回の延期を経て 2023年 7～8月に開催された．新型コロナウイルス感
染症の 5類感染症への移行後に国内で行われた初の国際水泳競技会であった．エリート大会では 4会場，
マスターズ大会では 6会場に医務室が設置された．救護対象は選手・チームスタッフ・競技役員であっ
た．
医療人材に関しては日本水泳ドクター会議会員から医師及び歯科医師が協力した．
診療は医師は延べ 403勤務，歯科医師は延べ 27勤務であり，昼夜交代なしのため 1勤務が長い時には
1日 15時間に及んだ．看護師は 1日 2交代制であるため，延べ 691勤務と多く見えるが，1勤務は最大で
も 8時間であった．心肺停止症例や腸チフス症例など稀な疾患にも対応した．また時間外の傷病者に対し
て夜間オンコールで対応した．
福岡市役所職員を中心とした組織委員会や主催者のWorld Aquatics（世界水泳連盟）との連携が円滑
に進まない場面も見られた．

緒言（はじめに）

水泳界において，オリンピックと並ぶ重要な大
会に位置付けられているのが世界水泳選手権であ

る．2年に 1度開催され，競泳の 50m種目，飛込
の男女ミックス種目，アーティスティックスイミ
ング（AS）のソロなどオリンピックより種目数が
多く，真の世界一を決めるとの表現もされる大会
である．種目数は競泳では 42種目，飛込では 13
種目，ハイダイビングでは 2種目，ASで 11種目，
水球では 2種目，オープンウォータースイミング
（OWS）では 5種目，合計で 75種目が行われた．
世界水泳選手権 2023福岡大会（エリート大会）で
は競泳，飛込，ハイダイビング，水球，AS，OWS
の 6種の競技が行われた．日本水泳連盟によると
OWSは海や川・湖といった自然の水の中で行わ
れる長距離水泳競技と表現されており，オリン
ピックでは OWSをマラソンスイミングと表現さ
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れている．福岡市内のマリンメッセ福岡 A館内の
仮設プール（7月 14～30日）で ASと競泳，マリ
ンメッセ福岡 B館内の仮設プール（7月 14～29
日）で水球，福岡県立総合プール（7月 14～22
日）で飛込，シーサイドももち海浜公園（7月 15～
22日，25～27日）で OWSとハイダイビングが行
われた．主催はWorld Aquatics（世界水泳連盟）で
あった．なお世界水泳連盟は 2023年 1月 1日から
Fédération International de Natationか らWorld
Aquaticsに変更となった．競泳競技では前回のブ
ダペスト世界選手権では世界記録が 3個更新され
るなどレベルの高い競技会であり，パリオリン
ピックの前年にあたる本大会は前哨戦として注目
され，全競技で約 200カ国・地域から 2,400人程
のトップアスリートに加え，関係者やメディアが
集まる非常に大きな大会である．
またエリート大会終了後，世界中から水泳愛好
家が集う世界マスターズ水泳選手権 2023九州大
会（マスターズ大会）も続けて開催された．本大
会は競泳，飛込，水球，AS，OWSの 5種目が福岡
市内のマリンメッセ福岡 A館内仮設プール（8
月 5～11日）で競泳，総合西市民プール（8月 5～
11日），福岡県立総合プール（8月 2～7日）でも
競泳，熊本市総合屋内プール（アクアドームくま
もと）（8月 5～11日）で水球，鹿児島市鴨池公園水
泳プール（8月 5～11日）で AS，シーサイドもも
ち海浜公園（8月 2～3日）で OWSが行われた．
マスターズ大会は一定の標準記録を突破すれば誰
でも参加できるため，世界マスターズ記録を更新
する選手から標準記録突破が精一杯の選手まで競
技レベルは様々である．今回は選手や家族など約
1万人が約 100カ国・地域から訪れた．
開催時期に関しては新型コロナウイルス感染症
の影響で東京オリンピックが 1年延期となった
が，福岡における世界選手権は当初の 2021年開催
の予定から 2回の延期を経て，2023年に開催され
た．延期となる間に新型コロナウイルス感染症の
扱いは変化し，その都度医療の体制を見直すなど
の修正が行われた．最終的には 2023年 5月 8日の
新型コロナウイルス感染症の 5類感染症への移行
後に行われた初の水泳競技の国際総合大会であっ
た．新型コロナウイルス感染症が 5類となる以前
の競技会運営では，感染対策が非常に大きな負担
となっていた１）が，5類となったことで感染に対す
る準備が軽減された．

医事運営

医療人材に関しては，医師及び歯科医師は日本
水泳連盟の医事委員会の連携組織である日本水泳
ドクター会議会員から，看護師は組織委員会と派
遣会社からの人員の中の希望者から選抜されたメ
ンバーで構成された．
エリート大会ではマリンメッセ A，B館が同一
の医務室となったため，医務室はマリンメッセ内
に 1室，福岡県立総合プール内に 1室，シーサイ
ドももち海浜公園内に 1室の合計 4室であった．
マスターズ大会では医務室は 6室が設定された．
いずれも医療機関として診療所登録を行った．ま
たエリート大会では医務室以外に採血を行うドー
ピングコントロールステーションも診療所登録を
行った．World Aquaticsからの要望でエリート大
会における救護の対象は選手・チームスタッフ・
競技役員・マスメディアであり，観客については
外部の医療機関で対応し，急変時は適宜対応する
方針となった．夜間も選手村ホテルでの往診で
ファーストエイドができるように救護員でオン
コールシフト制を敷いた．またマスターズ大会に
おける救護の対象は選手・競技役員であり，夜間
は一般診療で対応する方針とされた．選手村ホテ
ルでの医事運営は過去の運用２，３）を参考に簡単な処
置と投薬，新型コロナウイルス抗原検査が可能な
状態であった．
医務室は通常の会議室をカーテンやパーティ

ションで区切るなどして体裁を整えた（図 1a，b）．
資材として，ファーストエイドを目的とした医薬
品，搬送に備えた機材（図 2a），熱中症対策アイス
バス（図 2b）などを準備した．
医務室に準備した医薬品で対応できない場合

は，処方箋を発行し薬局で受け取るシステムとし
た．外国人選手は日本の健康保険を保有していな
いことから，すべての薬局でスムーズに処方薬を
受け取ることは難しいと考え，選手村ホテルの近
くなど後方支援してくれる特定の薬局での受け取
りを推奨することとなった．
診療録に関しては紙ベースで作成した．また症

例データを PCに入力し，ファイルを各会場で確
認できるようにして情報の共有を行った．
今回は多くの国からの参加者がいたため外国語

に対応する必要があった．翻訳機が 1台ずつ準備
されたが，言語が一方向にしか翻訳されないタイ
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図 1 a，b エリート大会の競泳，AS，水球会場の医務室内．

aa bb

図2 a ストレッチャー，車椅子，スクープストレッチャーを配置した．b OWS競技では労作性熱中症対
策としてアイスバスを設置した．

aa bb

プのものであり，その都度切り替えが必要であっ
た．たとえば日本語と中国語の会話には，「日本語
から中国語への翻訳」を「中国語から日本語への
翻訳」に切り替える操作が必要となるため，1台で
は会話が困難であった．幸いにも携帯電話の翻訳
アプリの使用により多くの局面を乗り切ることが
できた．
エリート大会に関して初期対応のみで困難な症
例は，検査や治療を後方病院にお願いした．後方
病院としては合計 12病院に協力をいただいた．X
線やMRI，血液検査など要人を含む多くの外国人
の対応を引き受けていただくことができた．

新型コロナウイルス感染症による事前
準備への影響

前述のように当初は 2021年に予定されていた
ため，2019年に組織が構成されて，2020年 2月か
ら運営者会議が不定期に開始された．組織委員会
は福岡市役所職員を中心に構成された．2020年に
予定されていた東京オリンピックが新型コロナウ

イルス感染症の影響で延期され 2021年開催とな
り本大会と時期が重なることとなったため，2022
年 5月へ延期（1回目）が決まった．準備期間を約
1年と想定し，2021年 3月に医療者の募集を行い，
さらに使用する医薬品の手配も始まった．2021
年の東京オリンピックにおける医務室運営４）の経
験を活かして，医事運営の準備を進めていた．医
療関係の人員配置や使用する医薬品の手配なども
進んでいた矢先，予定の 3か月前となる 2022年 2
月に 2回目の延期が発表され 2023年 7月に開催
することとなった．開催時期に関しては 5月から
7月に変更となることが確定したため，オリン
ピック同様に労作性熱中症対策としてアイスバス
の設置や直腸体温計の準備を追加することとなっ
た．メールベースで進められていた打ち合わせが
変更となり，2022年秋から医事運営側と組織委員
会との定期的な会議が行われるようになった．会
議は月に一度の頻度で行われたが，前月に改善を
提案した事案が翌月も進捗が芳しくないなどとい
うことが続いた．その理由は後で発覚したことだ



世界水泳選手権 2023福岡大会・世界マスターズ水泳選手権 2023九州大会における医事運営

日本臨床スポーツ医学会誌：Vol. 34 No. 2, 2026. 211

表 1a　 エリート大会における傷病者の性別内
訳．

競技種目 女性 男性 合計

競泳 60 85 145
AS 61 9 70
水球 21 21 42
飛込 30 49 79
OWS 13 14 27
ハイダイビング 10 10 20
世界水連役員 2 7 9

合計 197 195 392

表 1b　 マスターズ大会における傷病者
の性別内訳．

競技種目 女性 男性 合計

競泳 82 86 168
AS 26 26
水球 2 102 104
飛込 24 36 60
OWS 11 11 22

合計 145 235 380

が，組織委員会は医事運営側とは別に世界水泳連
盟側との会議を行っていたことが考えられた．組
織委員会が医療に関する課題の調整に難渋してい
たため医事運営側，世界水泳連盟側，組織委員会
の 3者合同会議が始まり課題が解決に進み始め
た．
また組織委員会側の担当者の変更が相次ぎ，議
事録を確認すると 2023年 1月の会議参加者は 4
月には全員交代していた．本大会の規模が大きく
世界水泳連盟側の要望も多岐にわたったため，組
織委員会の調整力が十分に発揮されなかったこと
が，事前準備が円滑に進まなかった一因と考えら
れる．振り返っての反省点ではあるが，これらの
要望のうち医療に関する内容が早い段階で医事運
営側に伝えられていれば，課題の早期解決がより
スムーズに進んだ可能性があると感じた．

診 療

診療を担当した医師は 44名のメンバーで延べ
403勤務を担当した．歯科医師は 6名のメンバー
で延べ 27勤務を担当した．予算の都合で医師/歯
科医師については昼夜交代なし勤務であり，長い
時には 1日 15時間に及んだ．一方で，看護師は
118名メンバーで延べ 691勤務を担当した．看護
師は派遣会社との契約で勤務時間に制限があるた
め 2交代制の勤務であり，延べ 691勤務と多く見
えるが，1勤務は最大でも 8時間であった．また時
間外に発生した傷病者に対しては，夜間オンコー
ルとして交代で医師が対応した．
症例数はエリート大会で競泳：145名，AS：70
名，水球：42名，飛込：79名，OWS：27名，ハ
イダイビング：20名，世界水泳連盟役員 9名の合
計 392名であった（表 1a）．上記のうち 29名
（7.1%）が後方病院を受診し，医療費が高額となり

大会側加入の損害保険を使用した症例は 30名で
あった．内訳は外傷 175名，疾病 156名，歯科 7
名，その他 54名であった（表 2a）．またマスター
ズ大会における症例数は競泳：168名，AS：26
名，水球：104名，飛込：60名 OWS：22名の合
計：380名であった（表 1b）． 内訳は外傷 255名，
疾病 99名，歯科 1名，その他 25名であった（表
2b）．傷病者の平均年齢は男性 60.7歳，女性 53.3
歳であった．2019年に行われた光州大会のエリー
ト大会の受診者は 1064人で本大会よりも多く，マ
スターズ大会の受診者は 360人で同じくらいで
あった５）．さらに 2013年の世界選手権エリート大
会では 186人の新規の傷病者が発生したと報告さ
れているが６），医務室を受診した人数ではないため
直接の比較はできないと考える．
マスターズ大会では飛込競技において演技中に

踵部を飛板に強打する症例が多くみられた．また
水球競技では顔面外傷の症例が多くみられた．

症例供覧

国内では発生が稀であると思われる症例
・症例 1：ライム病（エリート大会飛込コーチ，
男性）
自国でライム病に感染していると診断されてい

た．選手とともに来日した．ライム病に対する抗
菌薬処方を希望するため医務室に来室した．日本
入国前に行った血液検査を行い，日本に入国後に
結果が判明し，ライム病との診断に至ったとのこ
とだった．ニューキノロン抗菌薬投与を行い，保
健所への届出が必要であった 4類感染症として届
出を行った．
・症例 2：腸チフス（エリート大会競泳選手，男

性）
自国で微熱がありマラリア疑いと診断されてい

た．来日後に高熱となり医務室に来室した．新型
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表 2a　エリート大会における傷病者の内訳．

競技種目 外傷 疾病 歯科 その他 合計

競泳 60 65 0 20 145
AS 22 34 1 13 70
水球 26 9 4 3 42
飛込 28 36 1 14 79
OWS 21 5 0 1 27
ハイダイビング 12 8 0 0 20
世界水連 2 5 1 1 9

合計 171 162 7 52 392

表 2b　マスターズ大会における傷病者の内訳．

競技種目 外傷 疾病 歯科 その他 合計

競泳 102 45 1 20 168
AS 13 10 0 3 26
水球 87 16 0 1 104
飛込 41 18 0 1 60
OWS 12 10 0 0 22

合計 255 99 1 25 380

コロナウイルス感染症が否定的であり，マラリア
疑いとのことで後方病院に依頼した．精査の結果
で腸チフス感染の診断となった．3類感染症とし
て届出がなされた．
・症例 3：Cardiopulmonary Arrest（CPA）疑い

（マスターズ大会 OWS選手の家族，80代女性）
仮設テント内の着座で行われた競技前説明の最
中に意識消失となった．CPAと判断され蘇生処置
が行われ，直後に意識回復し，心拍の再開も確認
された．
・症例 4：骨盤骨折（マスターズ大会競泳選手，

80代男性）
会場内で転倒して受傷した．歩行困難とのこと
で医務室に連絡があり収容となった．骨脆弱性骨
折が疑われたため後方病院に搬送され骨盤骨折の
診断となった．
・症例 5：CPA，冠動脈疾患（マスターズ大会競

泳選手，70代男性）
200m個人メドレーのレース中に，うつ伏せで
水中を漂っているところを発見された（図 3a）．
プールサイドで CPAと判断され，蘇生処置を開
始（図 3b）した．心拍の再開が見られたのちに後
方病院に搬送され，冠動脈疾患の診断でカテーテ
ル治療が行われた．

今後に向けての課題

通常の国内大会は日本水泳連盟内の実行委員会
と医事運営側が連携して現場での救護が行われ
る．今回は福岡市の組織委員会が主導であるもの
の，世界水泳連盟からの要求が大きく，準備する
組織委員会側の混乱を招いた可能性がある．医事
に関する課題は医療に精通した組織委員が対応す
るのが望ましいと考える．
また医事運営側と会議をしていた組織委員会担

当者は，大会の数年前から見学など関わっており
医事部門専属であると考えていた．ところが会期
が近づいてから医事部門専属ではなく，複数の部
門を担当していることが発覚し，数か月前に医事
部門担当が新たに配置されて過去の打ち合わせ内
容が十分に活かされないなど現場の混乱を招い
た．早い段階から組織委員会内には医事部門の担
当者を設置し，大会終了まで担当を継続していた
だくことが望ましい．
マスターズ大会に関しては本大会でも 2名の心
肺停止（うち 1名は疑い）が発生したが，2019
年の光州大会でも 2名の心肺停止（うち 1名は死
亡）が発生しており５），十分な備えが必要であると
考える．今回の組織委員会は福岡市が主導であっ
たが，マスターズ大会は熊本・鹿児島でも開催さ
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図 3 a マスターズ大会競泳競技で発生したCPA症例．競技中にも関わらずうつ伏せで水中に漂って
おり，動きが見られない（矢印）．b CPA症例の搬送現場．

aa bb

れた．自治体同士の連携というものはハードルが
高く，双方で歩み寄ることが難しい様子であると
感じた．時には医事運営側がイニシアチブを取る
ことで課題が円滑に解決することもあった．
勤務体制に関しては組織委員会から予算の都合
で交代なしで許容できる範囲の業務と聞いてい
た．実際の業務は長時間労働であり，現場の医療
者に多くの負担を強いる形となった．さらに新型
コロナウイルス感染症による欠員を想定していな
かったが，医師においては 2名の欠員が生じ，欠
員分は現場で補う形となった．当時は行動制限が
生じるほどの新型コロナウイルスは流行していな
いにも関わらず欠員が生じたため，今後の開催に
は余裕を持った人員配置が必要であると考える．
医師は医師個人と組織委員会との契約であった
が，派遣会社からの看護師は法人と組織委員会と
の契約であった．そのため過重労働は回避されて
いた．医師を守るためには医師側も法人組織を作
り，法人的な契約を行うことが過重労働を回避す
る手段となる可能性があると考えた．

結 語

世界水泳選手権 2023福岡大会・世界マスター
ズ水泳選手権 2023九州大会における医事運営を
経験した．医療面では新型コロナウイルス感染症
の影響も最小限となり，稀な疾患にも大過なく対
応できた．東京オリンピックの反省を活かした運
営ができると予想していたが，将来の他の競技団
体や水泳競技の国際大会における医事運営に役立
つと考える．
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〔Abstract〕 The World Aquatics Championships Fukuoka 2023, encompassing both elite and master’s competi-
tions in July and August, marked a significant milestone as the first major international swimming event since the
reclassification of COVID-19 to a Class 5 infectious disease. To ensure the well-being of the participants, compre-
hensive medical stations were strategically established across four elite championships and six master’s degrees.
These facilities provide essential healthcare services to diverse groups, including athletes, dedicated team staff,
and crucial competition officials.
Medical personnel were carefully selected from the esteemed Japanese Society of Swimming Doctors. Doctors
contributed an impressive total of 403 shifts, whereas dentists covered only 27 shifts. These were notably demand-
ing, often 15-hour daily commitments without distinct day or night breaks. Beyond routine care, the medical teams
prepared for and responded to rare and critical conditions, such as cardiac arrest and typhoid fever. Their dedica-
tion extended beyond scheduled hours and provided crucial on-call support to injured and sick individuals
throughout the night. Despite their unwavering commitment, the complex coordination between the local organiz-
ing committee, primarily staffed by Fukuoka City personnel, and the international organizer, World Aquatics, oc-
casionally presents challenges to smooth operations.


